





A Proposal of the Solfege Method Using Student’s Figure Recognition in Piano Lesson

























































①  〇を線上に左から右に書く練習である。  
②  上から二番目の線下に左から右に〇を書く。  
③  三本目の線の中心に左から右に〇を書く。  
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　㧟人とも重音や三和音の事を意識して譜読みをすると㧞度㧟度の感覚は早く弾けるように
なった。また、和音を弾く事もできるようになった（Ⅱ表㧝を参照）。これは、子どもの初心
者のためのメソッドであったが、意外にも、形式的操作期の㧯子がとても理解して練習が進む
ようになった。これは、今まで曖昧であったと考えられる音高の知覚が、カードによって整頓
されたからであると考えられる。
　また、学年が違っても前操作期から具体的操作期に入ったばかりの㧭子と㧮子では、カード
のみの練習は差があまりなかった。実施している時に㧮子の方が図㧞～㧡までの理解する事が
全て早いとは言えなかった。図㧥を見ると㧮子が三和音を弾くのに時間がかかっている事がわ
かる。それは、このカードを使用したソルフェージュの練習の前にはハ長調の主和音を弾く練
習をしていて図㧥のようにいろいろな種類の三和音を弾く事がわからなかったためと言えよ
う。
　カードを使用して丸のシールと楽譜と照らし合わせる事により、㧟人とも楽譜に書かれた通
りの音が弾けるようになった。これは、図形認識による音高の知覚が関係あるからであると考
えられる。また、和音を弾く際にその形が㧞度の重音か㧟度の重音か㧠～㧢度の重音のどれが
重なっているのかを認識すると和音をピアノで弾きやすくなる。これは㧝音㧝音の音の名前を
探しているよりも図形認識でとらえた方がピアノを弾く時に音高の知覚ができやすくなるため
だと考えられる。
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　このカードはピアジェの理論からいうと前操作期の直感的思考段階の㧠歳から㧣～㧤歳児に
は有効であると考えられる。それは幼児がまだ「保存」が有効でなく㧝つ㧝つの事象を実際に
目前で照らし合わせないと理解できないためである。
　また、この形は形式的操作期の子どもが音高の知覚を理解する事に有効であった。それはこ
の図形を㧝つのパターンとして認識して五線譜においても同じパターンの図形として認識でき
るものであると考えられるからである。つまりピアジェが述べている「仮定の上で推理」（20）し
ている状態であるといえよう。
　図10では今までに制作した重音のカードを基に㧞つの形を組み合わせた。これらは初心者
の楽譜に出てくる基本的な和音の五線を取り除いた形にした。これらを任意の場所で弾かせた。
　鍵盤の位置と音高の知覚が関係しているのではないかという事がこの研究の出発点であっ
た。そこでピアジェの発達理論をふまえて音高の知覚ができないかと考え，カードに丸いシー
ルを貼って実践を行った。
　その結果、円の上下関係に着目して音高を知覚させる事は有効であったという成果を得る事
ができた。
　今回行ったのは、五線譜上ではなく、白いカード上に丸いシールを貼るという方法であった。
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また貼る際には㧞つの円を上下にして音高を表すようにした。つまりドレミではなく単に㧞音
の関係の上下についての気付きを促すようにしたのである。このカードを使用して隣り合った
音と音の関係を学んだ生徒は、実際の楽譜をピアノで弾く際に、このカードを楽譜の一部に置
くと、音高を知覚してその音をピアノで弾く事ができた。同様の方法で、三和音を探すときに
シールを貼ってカードを作った。すると楽譜を見てもすぐに和音を弾く事ができた。
　㧭子は年少でピアジェの発達段階である前操作期の後半つまり直感的思考段階にあたる。こ
のカードで譜読みのための前段階を㧞つの隣り合った音の上下関係から順番に繰り返すメソッ
ドを進めていく事で音高の知覚が理解できた。
　さらに㧮子は㧤歳である。㧭子よりもピアノを弾く経験が豊かであるが理解する時間は差が
なかった。しかし理解してからは使用しているト音記号やヘ音記号の加線がある曲に応用して
弾く事ができた。
　なかなか練習をしてこなくて音符の名前を覚えていない㧯子が音高の知覚の理解が早かった
のは12歳という形式的操作期にあたるためであると考えられる。そのため三和音のメソッド
である図㧥の応用ができたと考えられる。
　以上の結果よりピアジェの発達段階理論に基づいて考案した図形による音高の知覚メソッド
は有効であると考えられる。
　今後は、この音高の知覚のためのメソッドが補助教材でなく単独で有効だという事を実践例
を増やしてさらに検証していきたい。
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　本稿を執筆するにあたり、見学をさせてもらった「ヤマハ音楽教室」、桐朋「子供のための音楽
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